
事例紹介Menu
自治体の職員の方にご出講いただき、事例紹介をしていただきました。

　茨城県鹿嶋市

　福岡県春日市

ロジックモデルによる政策企画の実践

市町村税の支払督促

研修科目：政策企画

研修科目：市町村税徴収事務③

研修期間：令和７年１月27日（月）～２月４日（火）

研修期間：令和７年１月27日（月）～２月６日（木）

概　　要：

概　　要：

　鹿嶋市では、市民サービスの向上と地域課題の解決を目的に、ロジックモデルを導入し
ています。このフレームワークにより、行政施策を論理的に整理し、成果の可視化と評価
が可能になりました。特に、事業評価、予算編成及び人事配置を連動させることで、
EBPMを実践的に推進できる仕組みを構築しています。
　導入にあたっては、従来の仕組みのマイナーチェンジではなく、ロジックモデルを中心
にした新制度の導入を行いました。新制度導入に伴うハレーション防止のために庁内の各
層に応じた取り組みを講じ、スムーズな制度導入を図るための工夫を行いました。
　研修生からは、導入の進め方や成功・失敗事例が参考になったとの声が多く寄せられ、
講師の熱意や行動力に感銘を受けたという意見もありました。今後の業務に生かしたいと
いう意欲的な感想も多く寄せられました。

　春日市が行った市町村税の支払督促事案について、事案の概要や必要な手続き等を時系
列に沿って紹介していただきました。
　書類の作成にあたってのポイントや苦労した点、注意点、議会対応等について、具体的
に分かりやすくお話いただきました。
　特に訴訟に移行した場合の手続きを経験したことが無い研修生にとっては、心理的な
ハードルが下がり、今後の徴収事務に生かすことができる内容で、大変有意義な講義でし
た。
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